
紫芳会だより ～輝く先輩達～

若者よ 大志をいだけ

㈱荒井商店創業者・相談役
一般財団法人 荒井財団理事長

東京都八王子市出身。
1958年：東京都立立川高校卒業
1962年：学習院大学政経学部卒業

㈱電通入社
1964年：㈱日本クレジットビューロー（現㈱ジェーシービー）入社
1970年： ㈱荒井商店設立。代表取締役に就任。現在は相談役
1981年：医療法人社団三喜会設立。理事長就任
1999年：㈱セントラルメディカルサービス（現㈱アライブメディケア）設立。代表取締役に就任
2015年：（一財）荒井財団設立。理事長に就任
2020年：荒井俱楽部設立。

ご自身の経験を踏まえ、現在荒井氏は、財団を立ち上げ次世代を担う若者の支援活動に力を注

いでいる。

荒井喜八郎氏は、「起業家」という言葉を体現した人物である。
立川高校を卒業後学習院大学に入った荒井青年は、将来について考えるが、その行動力が型破
りである。
「電力の鬼」と呼ばれた実業家の松永安左エ門、「野村證券中興の祖」と言われた奥村綱雄他、多
くの政財界の人の門をたたき（齢21、22の青年が、である）、議論を戦わせる。その人脈もありいく
つかの会社勤務を経験するが、親から残された多少の土地活用として、ご自分で不動産業を始め
る。その活用の仕方には先見の明があり、都心のオフィスビルを主力として、病院や老人ホーム
の経営にも進出した。

荒井 喜八郎 氏 （高校10期）

■これまで

荒井財団は立高生を支援しています！

■若者の支援

SSH（スーパーサイエンスハイスクール）に指定されている立川高校では、20数名

の生徒が毎年夏休みにアメリカ等へ研修旅行を行う。

海外研修旅行では、多くの立高生が幅広い知識や経験を得、それをもとに大きく

羽ばたき、社会へ還元している。

その海外研修費用を、荒井財団が支援してくださっている。

・ワセダクロニクル（ジャーナリズムNGO）への活動支援（現Tansa）
・孤立した子供の社会復帰を目指す手助けを支援
・若手事業家の交流の促進、および多様なオフィス機能の提供等による
育成支援。
などを含め、多方面への支援・助成活動。詳しくは右QRコード参照。
荒井財団が運営する「荒井俱楽部」のコワーキングスペースでは、
高校56期の関根謙太氏と守屋亮氏が子供達のためのオンライン英語体験
教室㈱Mimmyを立ち上げた。

荒井財団の活動
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